
令和６年度「わがまち 多治見大好き講座」 第８期募集案内 
                           令和６年１１月 

多治見市教育研究所 

本年度、第８回目の土曜学習を希望される方は、下記要領にしたがって、お申し込みください。 
 

１ 対  象  多治見市在住 小・中学生  ※ 参加費無料です。 

２ 講座内容 【講座番号８】 １１月３０日(土) 土曜学習 多治見の歴史探偵になろう③  

１００年前にタイムトラベル ～修道院・抹茶体験・オリベストリート～ 

 

３ ＜お申し込み方法＞ 

①左のＱＲコードからは、直接、申込みフォームへ移動できます。 

③Ｐ  ②ＰＣからは、次のアドレスを入力します。https://logoform.jp/f/xv0LY 

③研究所のＨＰや、絆ネットのメールにもアップしてありますので応募できます。 
 

・ 一人ずつ申し込んでもらうことになりますが、兄弟姉妹は組にして抽選します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 申込締切 １１月１１日（月） 午前９時 
 

内 容 時刻会場 対象・募集人員 

第８期
だい８き

は、多治見
た じ み

の歴史
れきし

探偵
たんてい

になろう③
３

 １００年前
１００ねんまえ

にタイムトラベルをします。行先
いきさき

は、オリ

ベストリート・修道院
しゅうどういん

です。 

 「茶
ちゃ

の湯
ゆ

」の流行
りゅうこう

により、全国
ぜんこく

で 新
あたら

しいスタイルのお茶
ちゃ

の陶器
とうき

が作
つく

られるようになりま

した。４００年
   ねん

以上前
いじょうまえ

の安土
あづち

桃山
ももやま

時代
じだい

には、多治見
た じ み

や土岐
と き

、可児
か に

でも、「瀬戸
せ と

黒
ぐろ

」「黄瀬戸
き ぜ と

」

「志野
し の

「織部
おりべ

」といった「美濃
み の

桃山
ももやま

陶
とう

」が焼
や

かれました。 

そして、明治
めいじ

時代
じだい

から昭和
しょうわ

初期
しょき

まで多治見
た じ み

の中心地
ちゅうしんち

である本町
ほんまち

通
どお

りぞいには、美濃
み の

焼
やき

の

陶磁器
と う じ き

問屋
どんや

がずらりと並び、陶磁器
と う じ き

の売買
ばいばい

でにぎわい、旅館
りょかん

や料理屋
りょうりや

もありました。 

今
いま

では、歴史
れきし

ある建物
たてもの

に手
て

を加えた
くわ    

陶磁器展
とうじきてん

やギャラリー
ぎ ゃ ら り ー

飲食店
いんしょくてん

などが並び
ならび

、美濃
み の

焼
やき

の魅力
みりょく

にふれて楽しめる
たの     

「オリベストリート」。ぜひ、みんなで一緒
いっしょ

にタイムトラベルしてみよう。 

 途中
とちゅう

、「かまや多治見
た じ み

」の茶室
ちゃしつ

にて抹茶
まっちゃ

体験
たいけん

もあります。 

多治見
た じ み

の修道院
しゅうどういん

は、昭和
しょうわ

５年
ねん

（１９３０）にモール
も ー る

神父
しんぷ

により建
た

てられました。教 会
きょうかい

・

修道院
しゅうどういん

とブドウ
と ぶ ど う

畑
ばたけ

が作
つく

られ、キリスト
き り す と

教
きょう

の普及
ふきゅう

のために来日
らいにち

した修道士
しゅうどうし

が、日本語
にほんご

の

勉 強
べんきょう

をしながら共同
きょうどう

で生活
せいかつ

していました。 ぜひ、見学してみよう！ 

 

 

 

 

  

9：00 

～ 

 12:00 

 

産業文化

センター 

5階 

大ホール 

 

 

小１ 

～中３ 

４５名 

担当課 多治見市教育研究所  担当 中嶋 香代子  TEL ２３－５９２０ 

 

・個人情報は、他の目的では一切使用しません。教育研究所からの連絡や当日の活動のために必要です。必ずご記入ください。 

・応募者多数の場合は「抽選」とさせていただきます。結果は、１１月中旬に学校を通じて文書でお知らせします。 

・報道機関の取材に応じ、土曜学習の様子を幅広く紹介します。また、教育研究所ホームページなどでも、活動の様子を紹介します。ご

ご承知おきください。 

写真も 

見てね！ 

 

https://logoform.jp/f/xv0LY

